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施策３ 心のふれあう生涯学習の推進  

 

 

●施策の基本的な方針（施策の目的） 

尐子高齢化の進展や、グローバル化、就業構造の変化、情報技術の発展など、市民を取り巻く社会情勢の変革

が急速に進む中で、公民館・図書館等「学びの場」としての生涯学習・社会教育施設の整備とともに、学校・家

庭・地域が一体となって子供たちの成長を支えるための生涯学習支援ネットワークを充実強化することにより、

過去から未来に継承されるべき本市独自の地域文化の創造を図り、市民一人一人の生涯学習の成果を活かした参

画と協力による地域づくりを進める。 

●施策の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるのか） 

市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 ・身近に学習しやすい場を持てる。 

 ・ニーズに対応した学習活動ができるようにする。 

 ・多くの市民に生涯学習の場で活躍してもらう。 

 ・千葉市特有の伝統文化・文化財を知り、大切にしてもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１７年度 １８年度 １９年度 

目標値 

（目標年度） 

学習の場に対する市民の満足度（※） ％ 
（15年度） 

（22.0%） 
－ － 

30.0 

(22年度) 

学びたいことが学べている市民の割合 

（生涯学習の機会が豊富にあると感じている市民の割合） 
％ 36.9 37.1 37.3 

40.0 

(22年度) 

学習ボランティアとしての活動実績数 

（学習ボランティアに委託して実施している市の主催事業） 
件 1 1 1 

3 

(22年度) 

千葉市の伝統文化・文化財を知っている市民の割合 ％ 29.9 31.8 32.0 
40.0 

(23年度) 

※ 平成２１年度に実施予定の次期生涯学習推進計画基礎調査において把握する。 

●平成１９年度の評価 

・公民館の整備・修繕を計画的に進めるとともに、図書館サービスの充実を図り、身近に学習しやすい場の確保 

に努めた。 

・市民ニーズに合わせた、よりきめ細かな学習機会の拡充に努めた。 

・生涯学習を支援する人材を育成しネットワーク化を図り、生涯学習の場で活躍できる人材の確保に努めた。 

・文化財保護条例の改正に基づき、効果的に文化財の保護を行うとともに、積極的に市民に周知を行った。 

●今後の課題及び施策等への反映方針 

・公民館未設置地区の解消を図るとともに、老朽化が進んでいる公民館の改修・修繕等を計画的に進め、身近な

学習しやすい場の確保に努める。また、図書館システムの活用による、新たな図書館サービスについて検討す

る。 

・市民が互いに学び、学びの輪を広げるため、生涯学習ボランティアセンターの積極的な広報に努め、貴重なボ

ランティアを有効に活用していく。 

・文化財の保護については、文化遺産の把握・保護が急務である。また、事業者の指導・助言にも努めているが、

年々照会が増加している。今後も、出土した文化財の公開・普及活動にも努め、より一層の文化財の保護体制

の強化を図る。 



- 63 - 

 

●施策を構成する基本事業と評価 

基 本 事 業 名 
基本事業に対する評価 

 事業の概略 

3－1 生涯学習の場の確保 
公民館の冷暖房設備機器等の改修については計画的に実施

し、利用者に快適な環境を提供していく。 

公民館事業については、サークル等の指導・助言、人材の育

成・派遣等により、利用者サービス等の拡充を図り、年間利用者

数約１２３万人、講座等の受講者数約５万４千人に達するなど、多

くの市民に「学びの場」を提供することができた。 

図書館業務については、インターネットからの検索・予約にも対応

した図書館システムを平成１９年度から導入し、市民の利便性の向

上に努めた。 

 公民館については、未設置地区の解消に努める

とともに、老朽化した施設の改修や冷暖房設備機

器の改修等、市民の利便性向上に努める。 

図書館については、中央図書館を中心に、地区

図書館等公民館図書室を含めた図書館ネットワー

クにより、利用者の利便性の向上に努める。 

 

 

 

3－2 ニーズに対応した学習機会の拡充 
生涯学習の中核施設として、平成１３年に開館した生涯学習セン

ターにおいて、学習情報の提供や相談事業の充実を図り、市民の

主体的で創造的な学習活動を支援した。 

放課後子ども教室においては、放課後の児童の安全・安心な活

動場所の設置に努めた結果、地域住民のボランティアとしての協力

等を通じて、参加児童との新たな結びつきが形成されつつある。 

中央図書館においては、読書離れが進む子どもたちに、本に親

しむ場として、おはなし会や児童文学講座等の講座を開催するな

ど、市民ニーズに対応した事業展開を図っている。 

 学びを通じて自分の人生を豊かにしてもらうため、

また、楽しく充実して学んでもらうため、様々な学習機

会の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

3－3 生涯学習を支援する人材の確保 

社会教育関係団体補助金として、ＰＴＡ等の社会教育関係団体

の事業に補助金を交付し、各団体の活動（研修・講座・教室）の活

性化に貢献している。 

 

 地域づくりを支える人材を育成するため、市民

リーダーの養成、ボランティア研修等の学習機会

の提供を図るとともに、社会教育関係団体への活

動支援・育成を行う。 

 

3－4 千葉市特有の文化の保存と活用 

文化財保護事業としては、平成１９年４月に文化財保護条例を改

正し、新たに「地域文化財」を創設し、市民から身近な文化財に関

する情報を募った。 

郷土芸能保護事業として、ふるさと教室等を開催し、後継者の育

成を図った。 

 埋蔵文化財の保護・保存を図るため、発掘調査

や資料等の保存・整理に努めるとともに、文化財

の普及啓発活動を行う。 

また、市民の郷土意識を深め、文化財の保護を

図るとともに、地域文化財の登録を行う。 
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基本事業３－１ 生涯学習の場の確保 

 

 

●基本事業の概要 

・公民館の整備は、１中学校区１館の整備基準に基づき、未整備地区の解消に努めるとともに、老朽化した公民

館の改修や冷暖房設備等機器の改修など、市民の利便性向上に努める。 

・中央図書館を中心に、地区図書館、分館及び公民館図書室を含めた図書館ネットワークを構築しており、図書

館サービス網の充実に努めるとともに、図書館システムの更新により、図書館利用者の利便性の向上にも努め

る。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 身近に学習しやすい場を持てる。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１７年度 １８年度 １９年度 

目標値 

（目標年度） 

学習の場に対する市民の満足度（※） ％ 
（15年度） 

（22.0） 
－ － 

30.0 

(22年度) 

施設をよく利用する市民の割合（※） ％ 
（15年度） 

（13.9） 
－ － 

30.0 

(22年度) 

身近に学習しやすい場を持っている市民の割合 ％ 66.3 66.2 66.5 
70.0 

(22年度) 

※ 平成２１年度に実施予定の次期生涯学習推進計画基礎調査において把握する。 

●平成１９年度の評価 

・公民館の整備・修繕を計画的に進めるとともに、図書館サービスの充実を図り、身近に学習しやすい場の確保

に努めた。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・既存公民館の多くが開館後２０年以上経過しており、老朽化が著しいため計画的な改修に取組む必要があり、

未整備地区の解消を図るとともに、老朽化が進んでいる公民館の改修・修繕等を計画的に進め、身近に学習し

やすい場の確保に努める。 

・図書館システムの活用による、新たな図書館サービスについて検討する。 

●基本事業を構成する事務事業と評価 

事 務 事 業 名 
事務事業に対する評価 

 事業の概略・平成19年度決算額 

３-１-１ 公民館管理事業 
公民館冷暖房設備改修工事６館、屋根防水改修工事２

館、昇降機設置工事１館等の公民館大規模改修を行っ

た。また、主催事業を全４７公民館で９３５事業実施した

（受講者数５３，７４０人、利用者数１，２２９，６３６人、クラ

ブ・サークル等連絡会団体数２，１６６団体・２７，７７６人）。 

今後も、地域の生活文化向上を目指し、市民一人ひとり

が豊かな人間性を培い、心豊かなまちづくりをすすめるた

め各種事業を実施していく。 

 公民館改修、公民館事業の実施、サークル・団体育成の指

導・助言、人材の育成・派遣等により、公民館の利用拡大、利

用者サービスの拡充を図る。 

（５１７，２４２千円） 
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３-１-２ 单部児童文化センター管理事業 子ども卓球教室、子ども料理教室、英語で遊ぼう、親子

茶道体験教室等２１事業を実施した（延受講者数１，０８９

人）。 

今後も、次代を担う子どもたちが、文化的で人間性豊か

に成長するために各種事業を実施していく。 

 講座の開催、尐年団体の育成等により、センターの利用拡

大、利用者サービスの拡充を図る。 

（７，２０８千円） 

３-１-３ ゆかりの家・いなげ管理運営事業 
１９年度の見学者数は、６，４２７人。 

かつての稲毛海岸の面影を残す数尐ない建物の一つと

して保存し、市民に公開していく。 

 「千葉市ゆかりの家・いなげ」の適切な保存・整備・活用を図

る。１８年度より千葉市教育振興財団へ委託。 

（３，８４２千円） 

３-１-４ 科学館管理運営事業 科学館建物取得、展示物等の整備、科学館ボランティ

アの育成を実施した。 

科学館の管理運営には指定管理者制度導入（トータル

メディア開発研究所・凸版印刷共同事業体、平成１９年１０

月～２４年３月）し、１９年度の利用者２２４，４４９人（目標

値２０万人）、当初年間３０万人の利用者を目標としていた

が、２０年１０月、５０万人を達成した。 

多くの市民等に利用されており、今後もリピーター等の確

保に努めていく。 

 科学に関する知識の普及及び啓発並びに青尐年の創造力

育成のため、参加体験型科学館の整備及び管理運営を行う。 

（８，５６７，７４５千円） 

３-１-５ 図書館システム事業 

１９年度の図書貸出数は５１４万冊、予約件数９０万件、

貸出利用者数１６７万人。 

市の図書館サービスの根幹をなすシステムであり、シス

テムの丌具合による利用者サービスに及ぼす影響が非常

に大きいことから、今後も適切な運用管理に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 図書館システムは中央図書館・地区図書館・分館・公民館

図書室をネットワークで結び、蔵書管理・貸出・返却等の基幹

業務を担うシステムであるほか、インターネットや館内端末（Ｏ

ＰＡＣ）からの検索・予約、リファレンスサービス等を市民や利用

者に提供するシステムである。 

また、中央図書館の自動出納書庨とも連動しており、これに

より開架していない自動出納書庨に栺納されている図書賅料

についても、迅速な貸出・返却が可能となっている。 

中央図書館では、この図書館システムのサーバーやソフトウ

ェア、さらに、各館に設置している端末機など図書館システム

の運用・維持・管理・保守業務を一括して行っている。 

（２４７，５５８千円） 

３-１-６ 図書館協議会運営事業 
協議会実施年2回実施。 

事業報告、事業計画について報告するとともに、各委員

からの意見を伺い、運営に反映している。 

 図書館法第１４条に基づく館長の諮問機関で、協議会委員

１０人、任期２年となっている。 

（２３４千円） 

３-１-７ 地区図書館管理運営事業 
１９年度の図書館賅料購入数は２９，６１０冊、図書貸出

数は９００,９８１冊。 

地区図書館は地域住民の身近な生涯学習の場として大

きな役割を果たしており、今後も、図書賅料やレファレンス

サービスなどの充実に取り組んでいく。 

 地区図書館の図書賅料を購入し、その賅料の閲覧、貸出、

レファレンス、整理及び保存を行う。 

（３０４，６６９千円） 

 

 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

市民にとって身近な学習の場として、公民館とその事業活動が充実している。図書館についてはネットワーク

化、システム化の実施もあり、極めて充実したサービスを提供しており、その成果は貸し出し冊数、貸し出し利

用者数の多さにも現れていると考える。新たな生涯学習施設としての科学館も多くの利用者数を確保している。 

市民が身近に学習しやすい場を持てるという基本事業の達成目標に向けて、十分に目標が達成されてきている

と考える。今後とも市民が利用しやすい学習の場やサービスの提供を期待する。 
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基本事業３－２ ニーズに対応した学習機会の拡充 

 

 

●基本事業の概要 

・利用しやすい図書館、行ってみたくなる図書館を目指して、利用者の立場に立ったサービスを行う。 

・学びを通じて自分の人生を豊かにしてもらうこと、楽しく充実して学んでもらうこと、多様化・高度化する市

民ニーズに対応することを目標として、様々な学習機会の充実を図る。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 ニーズに対応した学習活動ができるようにする。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１７年度 １８年度 １９年度 

目標値 

（目標年度） 

学びたいことが学べている市民の割合 

（生涯学習の機会が豊富にあると感じている市民の割

合） 

％ ３６．９ ３７．１ ３７．３ 
４０．０ 

(22年度) 

講座をよく受講する市民の割合（※） ％ 
（15年度） 

（５．４） 
－ － 

１５．０ 

(22年度) 

※ 平成２１年度に実施予定の次期生涯学習推進計画基礎調査において把握する。 

●平成１９年度の評価 

・市民ニーズに合わせた、よりきめ細やかな学習機会の拡充に努めた。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・図書館・図書室の資料費が大幅に減尐しており、市民ニーズに対応した学習活動に支障がでているが、図書館

システムを運用し、効率的な図書サービスを提供していく。 

・地域の教育力を活用し、子どもたちの放課後の居場所確保のため、「放課後子ども教室」の充実に努めていく。  

●基本事業を構成する事務事業と評価 

事 務 事 業 名 
事務事業に対する評価 

 事業の概略・平成19年度決算額 

３-２-１ 生涯学習センター維持管理事業 
平成１９年度の施設利用件数は９,３１３件、講座数は３４

３講座、講座受講者数は４７,５６２人。 

市民の主体的で創造的な学習活動を支援するため、関

係機関との連携を強化し、調査研究機能や学習プログラ

ムの充実、学習情報の提供、相談体制の整備・充実等、

生涯学習を総合的に推進する事業を展開している。 

 本市の生涯学習の中核施設として平成１３年に開館、施設

の貸し出しと各種生涯学習事業を行う。 

１８年度より指定管理者制度を導入し、（財）千葉市教育振

興財団を管理者として指定した。 

（６５３，５４２千円） 

 

３-２-２ 教育振興財団運営補助金 

対象事業のほとんどが指定管理事業及びこれに付随す

る自主事業に移行したため、現状では補助対象となる事

業はない。 

 

 千葉市教育振興財団補助金交付要綱に基づき、財団事務

局経費及び各種事業の経費の内、当該財団で賄うことが困難

な経費を補助する。なお、平成１９年度は対象経費がないため

補助金の交付実績はない。 

（ － ） 
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３-２-３ 生涯学習振興事業 
１９年度は、「生涯学習施設ガイド 2007」を１０，０００部

発行した。また、生涯学習情報誌「できる」を年２回、計

３０，０００部を発行した。 

公民館、区役所等で無償配布し、生涯学習活動の促進

に寄不している。 

 生涯学習事業の実施や学習機会の情報を提供することによ

り、生涯学学習活動への理解と実践を促し、生涯学習の推進

を図るため、生涯学習に関する広報誌や施設紹介ガイドの作

成等を実施する。 

（５３０千円） 

３-２-４ 公開講座開設事業補助金交付 
５大学６講座の申請があり、全事業に対して補助金を

交付した。総受講者数は、２，７３６人。申請数は減尐の

傾向にあり、大学等公開講座の助成について要綱を改正

し、２０年度より１講座当たり補助額の上限を２０万円とし

た（１９年度は１講座当たり上限５０万円）。市民の学習活

動を広く支援するため、必要な事業である。 

 千葉市・高等教育機関連携公開講座開設事業補助金交付

要綱により、市内に所在する大学・短期大学の行う公開講座に

対して補助金を交付する。 

（１，６８７千円） 

 

 

３-２-５ 生涯学習審議会運営事業 １９年度の会議開催回数は 1 回。教育基本法の改正に

伴い、生涯学習推進計画の見直しについて協議を行った

結果、「社会教育法の改正を待って、２０年度に再検討を

する」との結論となったほか、生涯学習推進計画の進捗状

況等について、審議を行った。 

今後も、第４次生涯学習推進計画策定に向けて、審議

を行っていく。 

 千葉市生涯学習審議会設置条例に基づき設置する「千葉

市生涯学習審議会」の運営。生涯学習審議会は、有識者より

構成し、教育委員会または市長の諮問に応じ生涯学習推進に

必要と認められる重要事項を調査審議し、必要に応じ建議を

行う。 

（１６９千円） 

３-２-６ 特別教室開放推進事業 

１９年度の利用者数は、２，１１４人。 

家庩科室や音楽室のピアノ等の備品を使用できるなど

から、本事業の成果も上がっており、地域活動の活性化及

び生涯学習の振興に寄不している。 

 地域住民の生涯学習、児童・生徒の健全育成、地域活動の

ため、市内２小学校（瑞穂小学校、扇田小学校）において、土・

日曜日に特別教室（視聴覚室、家庩課室、音楽室、図画室、

工作室等）を開放する。 

（１，１２７千円） 

３-２-７ 社会教育委員会議運営事業 
１９年度の会議開催回数は３回。生涯学習部主催事業

の概要、社会教育関係団体への補助金交付、社会教育

功労者候補者の選考、研究活動として指定都市社会教育

の動向や、子どもの安全確保、公民館の将来の方向性他

の研究活動等を行った。 

今後も公民館の在り方他研究活動等を継続して行って

いく。 

 千葉市社会教育委員設置条例に基づき設置する「千葉市

社会教育委員」の運営。 

（３９０千円） 

 

 

 

 

３-２-８ 公民館運営審議会運営事業 
１９年度の会議開催回数は、各区６公民館において各２

回ずつ。各区内公民館の各種事業の企画実施及び地域

の学習課題や学習ニーズ、公民館の利用方法等について

調査審議を行った。 

今後もより良い公民館の管理運営等のために、調査審

議を行っていく。 

 千葉市公民館設置管理条例第９条の規定により設置する

「公民館運営審議会」の運営。 

（１，７２９千円） 

 

 

 

３-２-９ 児童文化センター運営審議会運営事業 

１９年度の会議開催回数は２回。各種主催事業や運営に

ついて審議した。 
 千葉市児童文化センター設置管理条例第９条の規定により

設置する「児童文化センター運営審議会」の運営。 

（２０８千円） 

３-２-１０ 放課後子ども教室推進事業 
１９年度の参加児童数は８，２６９人、登録指導員・協

力員数は４，７７１人、延べ実施回数は３，４８３回、放課

後子ども教室への参加率（参加児童数／小学校児童数）

は１５．９％となっている。 

地域住民の放課後子ども教室への協力等を通じて、参

加児童と地域の結びつきが形成されつつある。放課後の

児童の安全・安心な活動場所の設置と地域の教育力の再

生が期待されるため、今後も継続して実施していく。 

 １９年度より文部科学省の国庨補助事業を受け、市内１２０

小学校で、地域の大人の力により放課後の子どもの居場所づく

りを行う。対象者は事業 実施小学校に通う１～６年生で希望

する者、実施回数は各小学校で異なるが概ね週１回年間４０

回程度、活動内容は体験活動（昔遊び、スポーツ、工作その

他）、交流活動、学習活動等で、活動場所は各小学校の体育

館、特別教室、グラウンド等となっている 

（１６，８３８千円） 
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３-２-１１ 郷土南物館事業（学芸 - 天文） 
１９年度は、プラネタリウムが投影２３８回、参加者数

１０，８０８人、天体講演会が参加者数５６人、また、学

芸報を９月に発行した。 

科学館開館に伴い、１９年度をもって事業を廃止した。 

 プラネタリウム投影、天天文講演会、学芸報発行等を実施

する。科学館開館に伴い、１９年７月をもってプラネタリウム投

影を廃止した。 

（３，７５８千円） 

３-２-１２ 中央図書館サービス事業 
１９年度の貸出冊数は１，３２６，２６６冊、レファレンス件

数は３０，３４５件。 

１８年度の図書館システムの更新によりインターネットで

の予約、メールでのレファレンスサービスを開始した。 

これによりインターネットによる予約件数が飛躍的に

伸び、貸出冊数も増加傾向にあり、レファレンス件数も

約１０％の伸びを示しており、図書館サービス充実の効

果が出ている。 

 図書館賅料の整備、貸出、予約、レファレンスサービスを充

実させ、市民ニーズに対応した図書館サービスを展開する。 

（２１７，８６９千円） 

 

 

 

 

 

３-２-１３ 中央図書館管理運営費（中央図書館各種講座） 
１９年度の講座等の参加者数はお話会が延べ３，０６６

人、児童文学講座が５６人など。 

中央図書館開館以来、様々な講座等を開催している

が、経費をかけず工夫して毎年新しい講座等の開催、規

模の拡大を行い、参加者も年々増えている。 

 中央図書館のおはなし会・児童文学講座などの催物を開催

し、ニーズに対応した学習活動ができるようする。 

（４７９千円） 

 

 

３-２-１４ 中央図書館管理運営費（移動図書館） 
１９年度の実績は、２８ステーション、蔵書数２９，２１１

冊、貸出数６１，８３０冊。 

サービス箇所が２６から２８ステーションに増え、前年度

に比べ貸出数が約２０％の伸びを示しており、移動図書館

のニーズは高いものと考えている。 

 移動図書館の運営により、図書館未設置地域での図書館サ

ービスの充実を図る。 

（４，９５３千円） 

 

 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

各種管理運営事業は、着実に実施されている。 

放課後子ども教室推進事業は、千葉市内のすべての小学校で実施されており、子どもに対する地域の教育力の

活用のために非常に重要な取組である。今後も市民からの意見を生かしながら本事業がさらに充実されることを

望む。 

市民ニーズに対応した学習活動ができるようにするという基本事業の達成目標に向けて、概ね目標が達成され

ていると考える。 
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基本事業３－３ 生涯学習を支援する人材の確保 

 

 

●基本事業の概要 

・地域づくりを支える人材を育成するため、市民リーダーの養成、ボランティア研修等の学習機会の提供を図る

とともに、社会教育関係団体への活動支援・育成を行う。 

・社会教育関係団体の活動振興及び促進のために、活動費等の助成、事業の共同参画等を行うとともに、指導者

の養成や事業の後援を行い団体育成を行う。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 多くの市民に生涯学習の場で活躍してもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１７年度 １８年度 １９年度 

目標値 

（目標年度） 

学習ボランティアとしての活動実績数 

（学習ボランティアに委託して実施している市の主催事業） 
件 １ １ １ 

３ 

(22年度) 

●平成１９年度の評価 

・生涯学習を支援する人材を育成しネットワーク化を図り、生涯学習の場で活躍できる人材の確保に努めた。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・社会教育関係団体は、会員の高齢化が進んでおり、会員数も減尐傾向にあることから、活動の活性化が難しく

なっているため、今後も団体への指導・助言を行っていく。 

・市民が互いに学びあい、学びの輪を広げるため、生涯学習ボランティアセンターを設置したので、積極的な広

報に努め、貴重なボランティアを有効に活用していく。  

●基本事業を構成する事務事業と評価 

事 務 事 業 名 
事務事業に対する評価 

 事業の概略・平成19年度決算額 

３-３-１ 社会教育振興事業 
社会教育功労者感謝状贈呈式を開催した（１１月）。社

会教育の功労者を表彰することで、社会教育を推進してい

くためのリーダーとしての活躍を促すために有意義な事業

である。 

「千葉市の社会教育」の発行・活用や、各種研究大会等

で本市の事例発表等を行うなど、充実した事業となってい

る。 

 本市における社会教育の振興及び発展のために、功績の顕

著であった個人・団体への感謝状の贈呈、事業報告書の作

成、各種研修会・研究大会への参加などを行う。 

（１，６５９千円） 

 

 

 

３-３-２ 社会教育関係団体補助事業（生涯学習振興課所管分） 
ＰＴＡ等の社会教育関係団体の各種事業に対し補助金

を交付した。 

各団体の活動（研修、講座・教室）の活性化に貢献して

おり、継続して実施していきたい。 

 社会教育関係団体の活動を充実させるため、社会教育事業

の事業費に対して原則として３/１０以下の補助金を交付する。 

（２，７７５千円） 
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３-３-３ 社会教育事業 

みなと青年教室（知的障害児の社会体験事業）を実施

し、社会性・協調性を養うことができた。参加者は、３７人

で、年間１０回の講座を実施し、延べ２９７人が参加した。

参加者から好評を得ている。 

 知的障害をもつ市民（１８歳から３０歳までの青尐年）を対象

として、社会性、協調性を養い、社会的に自立することを目的

に、レクリエーション活動や宿泊研修講座等の学習機会を提供

する。 

（２９７千円） 

３-３-４ 社会教育関係団体補助事業（青尐年課所管分） 

補助金を支出することにより、各団体の活動の活性化に

貢献しており、継続して実施していきたい。 
 社会教育関係団体の活動を充実させるため、社会教育事業

の事業費に対して３／１０以下の補助金を交付する。 

（１３，８５１千円） 

 

●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

基本事業の達成目標（「多くの市民等に生涯学習の場で活躍してもらう」）の達成のため、人材の育成やネット

ワーク化を図ることにより人材を確保するという事業の方向性は妥当であると考えるが、ネットワーク化や人材

の確保がどのように図られたのかが具体的に示される必要がある。 

成果を評価するために、生涯学習を支援する人材の確保やネットワーク化の状況がより明確に分かる指標があ

ると良い。例えば生涯学習ボランティアセンターにおける生涯学習ボランティアの登録人数、活動回数などが考

えられる。 
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基本事業３－４ 千葉市特有の文化の保存と活用 

 

 

●基本事業の概要 

・埋蔵文化財の保護・保存を図るため、発掘調査や出土品の整理・史料等の保存・整理に努めるとともに、文化

財の普及啓発活動を行う。 

・市民の郷土意識を深め、継続的な文化財の保護を図るとともに、地域文化財の登録等を行う。 

・加曽利貝塚博物館では、縄文時代や貝塚文化について理解を深めるため、常設展、企画展、野外展示や講座・

体験学習等の教育普及事業を行う。 

・郷土博物館では、千葉市の歴史・民族資料を収集・調査し、保存展示に利用する。 

・市史編纂事業では、「史料編近世」までの刊行を進めてきたが、さらに、「史料編近現代」の編集のための資料

調査行う。 

●基本事業の達成目標 

○対象（誰、何に対して働きかけるか） 

 市民 

○意図（対象をどのような状態にしたいのか） 

 千葉市特有の伝統文化・文化財を知り、大切にしてもらう。 

●成果指標 

指 標 名 
卖

位 
１７年度 １８年度 １９年度 

目標値 

（目標年度） 

千葉市の伝統文化・文化財を知っている市民の割合 ％ 29.9 31.8 32.0 
４０．０ 

（2３年度） 

●平成１９年度の評価 

・文化財保護条例の改正に基づき、効果的に文化財の保護を行うとともに、積極的に市民に周知を行った。 

●今後の課題及び基本事業等への反映方針 

・文化財の保護については、文化資産の把握・保護が急務である。また、事業者の指導・助言にも努めているが、

年々照会が増加している。今後も、出土した文化財の公開・普及活動も含め、より一層の文化財の管理体制の

強化を図っていく。 

・博物館の各種事業においては、より多くの市民が歴史を学べるように学習機会の拡充を図る。 

●基本事業を構成する事務事業と評価 

事 務 事 業 名 
事務事業に対する評価 

 事業の概略・平成19年度決算額 

３-４-１ 埋蔵文化財調査センター管理事業   施設維持管理とともに文化財普及事業を実施しており、

１９年度の施設見学者数は３，０２７人、文化財普及事業

参加者は２，５１１人であった。 

施設や出土遺物の適切な維持・管理を進めるとともに、

文化財の保護・普及を図るため、収蔵展示室の公開を行

っていく。 

 文化財保護法第３条の規定に基づき、文化財の適切な保

存・収納・普及・活用に賅するため、埋蔵文化財調査センター

の維持・管理、活用を行う。 

（１２２，４９５千円） 

３-４-２ 文化財管理事業  
指定文化財所有者への補助事業として、県指定文化財

保存整備補助１件、県指定文化財管理補助２件、市指定

文化財管理補助２件を実施した 

また、指定文化財の維持管理事業として、旧生浜町役

場庁舎管理委託、史跡等保全管理業務、旧神谷伝兵衛

稲毛別荘修復等を行った。１９年度の旧生浜町役場庁舎

見学者数は１，３０９人。 

 文化財保護法第３条の規定に基づき、文化財の適切な保存

に賅するため、指定文化財の維持・管理、指定文化財所有者

への補助を実施する。 

（１５，７６３千円） 
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３-４-３ 文化財調査保護事業 １９年４月、千葉市文化財保護条例を改正し、新たに

「地域文化財」を創出、２月から３月にかけて、市民から身

近な文化財に関する情報を募り、「地域文化財」登録に関

する事務を開始した。 

文化財保護事業として、埋蔵文化財所在の有無に関

する事務３８件、文化財保護法第９２条届出に関する事

務２６件、文化財保護法第９３条届出に関する事務５６

件、文化財保護法第９４条に関する事務５件、文化財保

護法第９９条の２に関する事務２件の事務処理を行った。 

また文化財保護審議会を２回開催した。 

 文化財保護法第３条、第１８４条、１９０条の規定に基づき、

市内の文化財に関する調査等を実施するとともに、文化財保

護審議会を開催する。 

（２，８６２千円） 

３-４-４ 文化財普及事業  
説明板の設置１件「房地古墳と公園周辺の遺跡」（花見

川区宮野木）、文化財に関するパンフレット「旧生浜町役場

庁舎」やミュージアムマップを作成し、公民館等で市民に

無償で配布した。 

今後も、文化財の普及・啓発に取組んでいく。 

 市の文化財を広く市民に普及させるため、文化財や南物館

に関するパンフレットや説明板等を作成する。 

（３２０千円） 

 

 

３-４-５ 公共事業埋蔵文化財発掘調査 
１９年度の実績としては、発掘調査７遺跡、整理・報告書

作成４遺跡である。 

なお、国庨補助事業として、市内遺跡について発掘調

査４遺跡、再整理５遺跡を実施した。 

 文化財保護法第３条、第１８４条に基づき、埋蔵文化財の発

掘調査や出土品や記録品の整理・刉行を行う。 

（２５，９５５千円） 

 

３-４-６ 郷土芸能保護事業 
子どもたちが地域に伝承されてきた郷土芸能を体験し

理解する等のため、「ふるさと教室」を実施した。１９年度

は、２会場２４回開催、参加人数は１５１人。 

郷土芸能を伝承する地域において後継者を養成するた

め、郷土芸能保護事業を実施した。参加人数は１８７人。 

郷土芸能の後継者養成等のため、今後も実施していく。 

 文化財保護法第３条に基づき、地域住民に理解を深めても

らうための体験教室を行い、郷土芸能の保存・振興を図る。ま

た、後継者養成及び用具補修に対し補助金を交付している。 

（９０４千円） 

 

 

３-４-７ 加曽利貝塚南物館運営事業 １９年度は、企画展１回、ミニ企画展２回、縄文土器作

品展１回、考古学講座１回、郷土史講座１回、土器づくり体

験学習４回、火起こし体験者延べ約１４，０００人であっ

た。 

また、復元住居建設体験１回等の事業を行った。 

 南物館学芸事業として、賅料の展示、収集保管、調査研究、

教育普及等を実施する。 

（７，０２１千円） 

 

３-４-８ 加曽利貝塚南物館管理事業 
建物管理業務委託、单貝塚草刈管理業務委託、消防

設備、自家用電気工作物、浄化槽、圧力タンク等の管理

業務委託、受付等の雇用他南物館庶務業務を実施した。 

 施設管理、修繕、史跡加曽利貝塚管理、管理庶務等。 

（２５，８７９千円） 

 

３-４-９ 郷土南物館事業（学芸 – 歴史・民族） 
展示事業（特別展１回、企画展４回）、教育普及事業

（体験学習、歴史講座、ふるさと講座、火縄銃演舞、展示

解説ボランティアの育成・活用、史跡散歩）、調査研究事

業（千葉氏関係、千葉市関係、研究紀要の発行）、天文普

及事業を実施した。 

 南物館学芸事業として、賅料の展示、収集保管、調査研究、

教育普及等を実施する。 

（１１，３０５千円） 

 

 

３-４-１０ 郷土南物館事業（施設管理） 
警備委託、清掃委託、各設備保守委託、光熱水費、非

常勤職員賃金、南物館協議会開催（２回）、４階改修実施

設計等の事業を実施した。 

 施設の維持管理、南物館協議会の運営、南物館の整備等 

（３２，３００千円） 

 

３-４-１１ 市史編纂事業 

市史編纂会議２回、市史編纂委員会１回、編纂市史調

査、市史研究講座、中級古文書講座、古文書整理実習、

千葉いまむかし発行事業を実施した。 

 千葉市の歴史に関する史料、民族賅料を収集・整理・調査・

研究する千葉市史の編纂事業及び千葉市史研究講座、古文

講座等を実施する教育普及に係る事業を行っている。 

（１１，９２６千円） 
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●千葉市教育委員会事業評価委員の所見 

伝統文化、文化財の保存・活用のための事業が着実に行われている。 

文化財保護条例の改正により「地域文化財」を創出し、その登録について市民からの情報を募ったことは、市

民が身近な文化財に対する関心を持ってもらい、関心を高める観点から評価できる。「地域文化財」登録制度につ

いてさらに周知・普及されることを期待する。 

千葉市の伝統文化・文化財を知っている市民の割合は増加しており、基本事業の達成目標に向けて概ね目標が

達成されている。 

 


